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本報告書は、社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会が派遣し、スリランカ国

において実施した案件形成基礎調査の結果をとりまとめたものである。

案件形成基礎調査は平成17年1月12日から22日までの間、以下の団員により

行われた。

一　団長　　　　　　　閑　　　好（日本工営株式会社　地方整備部）

一　潅漑農業（1）　　　岡田　恒司（日本工営株式会社　農業開発部）

－　潅漑農業（畠）　　山岡　茂樹（日本工営株式会社　地方整備部）

調査団は調査期間中に相手国政府関係機関との協議を実施すると共に、現場を調

査した。調査を実施した案件は次の通りである。

スリランカ国　　津波被災地帯における農業・農村復興支援調査

調査結果は次章に示す通りであり、その位置づけは津波直後（平成17年1月時点）

の津波被災状況を緊急に取りまとめたものである。調査団員の略歴、調査行程、

面会者リストはそれぞれ付属資料に示すとおりである。

調査団は、調査実施に際し、スリランカ国政府関係機関、国際水管理研究所（ⅠⅧⅠ）

並びに在スリランカ日本大使館、JICA専門家の方々から多大なご助言及びご協力

を頂き、調査業務を円滑に遂行することができた。これら関係機関並びに関係者

に深い感謝の意を表します。

平成17年2月

案件形成基礎調査団団長

関　　　好



津波被災状況写真（抜粋）

海水により被害を受けた畑地（トリンコマレ県）

砂・木々が堆積した農地（アン八。ラ県）

排水路橋梁の破壊（アンげラ県）

潅漑事務所の被害状況（アン八。ラ県）
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調査対象地職位置図

コロンボ県調査地域

東部調査地域

南部調査地域
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第1章　スリランカ国の概況

1．1

1．2

1．3

国土と人口

スリランカ国は、インド洋の島国で、国土面積は65．6万km2（北海道の0．8倍）、北緯

6度から10度、東経80度から82度に位置する。1997年の統計資料によれば、国土

の27％は耕地であり、31％は森林が森林、残りの41％が都市、集落、道路、河川、湖

沼、その他である。総人口は1，991万人（2004年）であり、うちシンハラ人が74％、

タミル人が18％、ムーア人がm、その他バーガー、マレー、ウエッグ人が1％を占め

る。人口増加率は1．4％（2002年）である。

スリランカ国は、行政上全国9州（Provincc）に分けられ、9州は25県（Dis仕ict）に

から成る。Disbict内では、郡（DivisionalSecretarブsDivision）、村（GramaNiladhari

Division）に分けられGramaNiladhariが最小の行政単位である。

気候

スリランカ全土は熱帯性モンスーン気候に属し、赤道付近から吹き付ける南西モンス

ーンとベンガル湾から吹き付ける北西モンスーンの影響で、雨季と乾季に分けられる。

モンスーンは、スリランカの気候を4期に区別する。5月－9月の南西モンスーン期

には赤道付近から湿り気を含んだモンスーンが南西部の海岸地区から高地に雨を降

らせる。島の北東部にはほとんど雨をもたらさず、この地域は乾燥した日々が続く。

10月のインターモンスーン期は無風期間で、低気圧による雨や雷雨がときどき起こる。

11月から3月の北東モンスーン期は、ベンガル湾からのモンスーンが、島の北東部を

中心に全島に雨を降らせる。4月のインターモンスーン期は年間を通じてもっとも暑

い時期である。低気圧による雨や海洋風による雷雨が時折発生している。

経済・社会情勢

スリランカ政府は83年以降悪化した経済状況の建て直しを図る為、世銀・IMFとの

合意に基づきS8年より財政支出の削減、公的企業の民営化、為替管理を含む規制緩

和等を内容とする構造調整政策を実施した。その後90年代に入り国内（除く北・東

部）の治安が回復したこともあり、．民間部門を中心とする経済が活発化し、軍事費の

増大等の事情はあったものの、90年代は5％代の成長を記録した。2002年のスリラン

カ経済は、2001年はマイナス成長であったが、2002年に入ってプラスへと転換し、

年後半には力強い成長となった。これは主として、和平プロセスの進展により国内経

済の環境が良好となったことによるものであり、その他に、政策金利の抑制等による



金融政策、財政改善努力、構造改革の進展、世界経済の回復による国際環境の変化等

の影響もあげられる。

主要産業は農業（紅茶、ゴム、ココナッツ、米作）、繊維製造業であり、一人当たり

のGDPはS72米ドル（2002年、市場価格表示）である。

主要マクロ経済指標は以下に示す通りである。

主要マクロ経済指標（単位：％）

指 標 1 9 9 5 年 1 9 9 6 年 1 9 9 7 年 1 9 9 8 年 19 9 9 年 2 0 0 0 年 2 0 0 1 年

G D P 成 長 率 5 ．5 3 ．g 6 ．3 4 ．7 4 ．3 6 ．0 －1 ．5

失 業 率 12 ．3 1 1 ．3 10 ．5 9 ．5 S ．9 7 ．6 7 ．9

消 費 者 物 価 上 昇 率

（コ ロ ン ボ ）

7 ．7 1 5 ．9 9 ．‘ 9 ．4 4 ．7 6 ．2 1 4 ．2

出所：Ce血1B血orSdLむ血A皿血R叫1999，2000，2001，2002

GDP・輸出高・就業の分野別構造（単位：％）

1 ！〉労 年 19 9 4 年 1 9 9 5年 1 9 9 6 年 1！汐7 年 1 ！p g 年 1 ！）9 9 年　 2 0 0 0 年

G D P に 占 農 林 水 産 業 2 4 ．6 2 3 ．8 2 3 β 2 2 4 2 1 ．9 2 1 ．1 2 0 ．7　　 1 9 ．4

め る 割 合

就 業 構 造

鉱 工 業 鉱 業 1 タ 2 ．0 L 9 2 ，0 2 ．1 1 ．9 1 ．8　　　 1 ．9

製 造 15 2 1 5 ．4 1 5 プ 1 6 2 1 6 ．4 16 ．5 1 6 ．4　　 1 6 ．S

建 設 7 2 7 ．3 7 ．4 6 ．9 7 ．0 7 ．6 7 ．6　　　　 7 ．3

サ ー ビ ス 5 1 ．1 5 1．5 5 1 9 5 2 4 5 2 ．6 5 2 ．9 5 3 ．5　　　 5 4 ．5

農 林 水 産 業 4 1 ．5 3 9 ．5 3 （iフ 3 7 4 3 6 ．2 4 0 ．6 3 6 ．3　　　 3 6 ．0

鉱 工 業 鉱 業 1 5 0 ．g L 7 1 ．6 1 ．6 1 2 1 ．3　　　 1 ．1

製 造 1 3 ．2 1 4 ．3 1 4 プ 14 占 1 6 ．4 14 ．3 1 4 ．8　　 1 6 ．6

建 設 4 4 4 ．1 4 ．7 4 ．9 4 ．g 4 ．7 5 ．1　　　 4 ．9

サ ー ビ ス 3 4 ．3 3 （；．8 3 5 プ 3 7 ．1 3 6 2 3 5 ．4 3 7 ．4　　　 3 7 ．1

出所：EconomicandSocialStatisticsofSriLanka2001，CentralBankofSriLankちAnnualReportof

CentralBankofSriLankち2001

1．4 農業セクターの概況

く1）農業セクターの特徴的指標

スリランカ農業は、①ゴム・プランテーション等輸出を前提とした大規模農園からな

るプランテーション部門と②米を中心とする国内消費を目的とした食糧作物部門に

大別される。主要作物の米は約22％のシェアを持ち、プランテーション部門の3作物

（茶、ゴム、ココナッツ）の約27％とあわせると、農業セクター全体のほぼ半分を占め

る。残り半分は、香辛料、野菜・果物等が占める。1984年にはス全体として米自給率

98％を達成している。

く2）運営休制

農業セクター全体にかかる政策・規制監督は、農業畜産土地濯漑省が行う。潅漑開発

に関しては、同省の濯漑局（higadon Dep鵬me血＝ID）や潅漑管理局（止血gadon
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ManagementDepartment＝MD）等の管轄であり、潅漑局は、大・中規模感慨スキーム

の潅漑開発を担当し、IMDは、農民組織等の教育訓練と開発事業の調整を担当する。

また、農業畜産土地潅漑省内の農政局（A許arianServiccDepartment）は、農業普及、

小規模（MinorS血eme）の濯漑開発を担当している。

マハベリ開発庁（MahaweliAnth0rityofSriLanka）は、マハベリ河支流の広大なドライゾ

ーンの潅漑、人口過多のウェットゾーンからの入植による食糧増産と雇用促進を目的

とする。同庁は潅漑のみならず包括地域開発に携わる権限を譲渡されているが、世銀

プロジェクトのもと組織改革を余儀なくされている。

さらに、地方分権化政策に伴って、州政府の農業局、濯漑局などが農業行政に従事す

る比率が高まっている。

1．5 農業セクターの現状・課題

以下スリランカの農業セクターの抱える課題を列挙する。

（1）農業所得及び生産牲

投入財価格の上昇、補助金撤廃、政府買付けの減少、食料品輸入の自由化、収量の伸

び悩み等により農業所得が低迷している。伝統的な農産物である稲作及びプランテー

ション作物の割合は低下しているが、食用・換金作物の研究・普及が遅れており、作

物の安定的供給および農作物の多様化が不十分であると指摘されている。

（2）自由市場主義への対応

長期に渡る保護政策により市場価格メカニズムを通じた売買の経験が乏しく、市場が

未成熟である。種子・苗の輸入規制があるために農民が質のよい農作物の種子・苗を

入手することができないという課題も存在する。

（3）流通・マーケテイング

市場メカニズムの欠如、生産の季節性（特定期の過剰生産）等が原因で農産物価格ひい

ては農家収入が不安定であり、多数の仲介業者の存在、農民の交渉力の弱さ等により、

生産者価格と消費者価格の帝離が起こっていると指摘されている。また収穫・加工技

術の不足、収穫後処理・輸送の不備、定期市場・卸売市場の設計および管理の不備が

原因で、生産者価格の低下、流通コストの増大、大量の収穫後ロスを招いている。

（4）土地所有制度

兼業農家が増加傾向にあり、未使用のまま放置されている土地が増加し、不適切な土

地利用が問題化している。

（5）潅漑一水資源管理制度

水資源の管理制度の未整備であり、水利用の実情に即した水資源管理法や、農業目的
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から他目的への水利用の移行戦略が存在しない。またマハベリ開発庁の改革により有

能な技術者が大量退職、既往案件の進捗に影響を及ぼしている。

潅漑組織維持管理手法として潅漑施設の効率的維持管理のため農民参加を重視して

いるが、伝統的農村コミュニティの崩壊、新規入植、等の制約要因により農民参加型

アプローチが困難となっている。
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第2章　津波被災地帯における農業・農村復興支援調査

2．1　　東部州の現況．

2．1．1　土地および気候

スリランカ東部州は、北からTrincomalee、BaぬcaloaおよびAmparaの3県で構成され

る。総面積は9，361km2である。スリランカ東部州は、その大部分がドライゾーンと

呼ばれる乾燥地域位置し、年降水量がおおよそ900Ⅱ皿～1，500Ⅱ皿の範囲に入る。うち

約70～SO％がマハ期（10月から3月）と呼ばれる北東モンスーン期に集中する。月平

均気温は東部の廿hcomalee県で26．2～31．7℃（2002年）である。

2．1．2　人口および民族

東部州の人口は北東部州のStatisticalInformation2003によれば、146万人であると推

定される。民族・宗教別でみると、スリランカ全土では、シンハラ、タミール、ムー

ア（モスリム）民族の比率が、判％、1＄％、mであるのに対し、東部ではタミル民族

が42％と優越し、続いてムーア民族（ムスリム）、シンハラ民族が35％、23％と続い

ている。主要3民族の他、バーガー人、マレー人が少数ではあるが東部に見られる。

東部州各県の面積・人口および民族分布

県 名 面 積 （b n 2） 人 口
民 族 分 布 （％）

タ ミル シ ンハ ラ ム ス リム そ の 他

T 血 com a lee 2 ，52 9 35 4 ，55 3 3 1．6 2 9 ．3 3 8 ．8 0 ．3

B a 也calo a 2 ，6 10 5 17 ，g7 8 74 ．4 0 ．2 2 5 ．0 0 ．5

A m p a m 4 ，222 58 9 ，34 4 18 ．8 3 9 ．3 4 1．6 0 ．3

出所：StatisticalInfornation2003，Provincial Planning Secretariaも　North East Province
を元に作成

2．1．3　潅漑および農業

スリランカ全土の103河川流域のうち20流域がスリランカ南西部のウェットゾーン

に位置し、残りがドライゾーンに位置し、年流出量は500億トンと推定される。ウェ

ットゾーンにおける水利用率は50％程度であるのに対し、ドライゾーンでは90％を超

える。ドライゾーンでは2000年以上前から、限られた水資源の効率利用のためタン

クカスケードシステムが構築されてきた。北東部には約2400の小規模タンクと141

の大中規模濯漑タンクが存在し、現在でも活用されている。

潅漑スキームは、農業畜産土地濯漑省潅漑局、農業開発局、北東部州政府潅漑局の3

者により管理されている。流域が州境を越えない大中規模スキームの管理は農業畜産
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土地潅漑省潅漑局の県事務所（RegionalDirectorofIrrigationOB3cc）により管理され、

流域が州境を超えない大中規模スキームの管理は、北東部州政府潅漑局の県事務所

（DeputyDirectorofhTigationO瓜ce）によりなされている。また、潅漑面積が80ha以下

の小規模潅漑スキームに関しては、農業畜産土地濯漑省の農業開発局pep鵬mentof

AgrarianDevelopment）が維持管理・水管理業務を担当している。

東部州における潅漑スキーム

県

大 ●中規 模 ス キー ム 小 規 模 ス キー ム 合 計

ス キー ム数
潅 淑 面 積

(h a
ス キー ム数

港 液 面 積

(h a
ス キ ー ム数

濯 叔 面 積

(h a

B a tt ic a lo a 2 2 57 ,4 03 2 62 9, 540 28 4 66 ,9 43

A m pa ra 2 4 155 , 764 34 8 2, 487 37 2 158 ,2 5 1

T r in com a lee 2 6 5 1,5 75 4 2 1 7, 114 4 4 7 58 ,6 89

T o ta l 13 4 3 29 ,4 84 2 ,4 29 5 3, 794 ー 3 83 ,2 78

出所：StatisticalInformation2003，Provincial Planning Secretariaも　North East Province
を元に作成

注：出所によりTrincomalee県の小規模スキームの数には差異があるので再調査を要する。

東部州はスリランカ国内の米の生産地として重要な役割を担っている。2003年のセン

サスデータによれば、2002年には東部州3県でスリランカ国内の米栽培面積の24％、

生産量の25％を占めている。

東部州における米生産状況（2002年）

栽培面積（ha）　　　粗収穫面積（ha）　　生産量（1000トン）

マハ期　ヤラ期　　　マハ期　ヤラ期　　　マハ期　ヤラ期

Sri Lanka
North East Province
Batticaloa
Ampara
Trincomalee

512，879　330，049

150，730　－90，974

3S，768　15，901

57，570　　54，191

22，704　12，110

49S，508　307，029

144，149　　88，536

36，723　15，053

55J59　　53，似6

22，1S3　1l，S98

1，723　1，083

462　　　　349

94　　　　44

221　　　238

72　　　　46

出所: Statistical Abstract 2003, Departmenet of Census and Statisticsのデータを元に作成

東部州の主な畑作物は、アンバラ県でメイズ・カウピー、バテイカロア県では、メイ

ズ・落花生・唐辛子、トリンコマレ県では、レッドオニオン・メイズ・落花生で特に

トリンコマレ市北部のニラベリ地区はレッドオニオンの産地として有名である。また

野菜としては主にキャッサバが作付けされ、その他ナス、キュウリ、オクラ、カボチ

ャなどの生産が見られる。

2．2 南部州の現況

南部州ハンバントタ県は、首都コロンボから南東に300km、スリランカ国の最南端に

位置する。地形は内陸から海岸になだらかに傾斜し、低木疎林で覆われている。年間

降水量750mmから1000mm、年平均気温は25．0から27．5℃の範囲内にあり、同国の
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アグロ・エコロジカル・ゾーン区分では、全区分で最も乾燥した乾燥低地地区に分類

される。人口は約53．7万（1994）、面積は2，579km2で人口は、全26県中15位、面積

は11位である。2000／2001年の作付面積はマハ期には14，339（ha）、ヤラ期には9，645（hわ、

収穫面積は、マハ期、ヤラ期の順に14，212（ha）、9，279（ha）である。

2．3 津波被害の概況

2004年12月26日午前6時59分（スリランカ時間）に起こったスマトラ沖地震によ

る津波は、インド洋の沿岸諸国に甚大な被害をもたらした。スリランカ国における津

波の影響はスマトラ沖に面する東海岸のみならず、波の回折効果やインド亜大陸から

の反射波の影響で首都コロンボを含む南西海岸にまで及んだ。

1月23日現在でWHOの調べによれば、各国の被災者の数は、インドネシアで173，9Sl

人、インドで16，3S3人、タイで5，305人、ミャンマーで60人、モルディブで83人、

マレーシアで6S人、バングラディッシュで2人、ソマリアで150人となっている。

このなかスリランカは31，000人と2番目に多い死者を出し、99β00の家と自然環境、

海岸沿いのインフラ施設を失った。特に、海岸沿いに住む貧しい漁民は大きな被害を

受けた。北部州のムラティブでは海岸線の78％、アンバラでは80％が、キリノッチで

は35％が被災したと報告されている。

被災総額は、住居、観光、漁業、交通セクターで大きく、全体で900～930百万ドル

と推定されている。この金額はスリランカのGDpの4．3～4．4％にあたる規模である。

スリランカ26県のうち津波による被災者を出した県は、海岸沿いの合計13県である。

県別の被災者を下表にまとめる。

津波被災者数（2005年1月18日現在）

P ro v in c e D i s trict A f fec ted

F a m ilie s

D i sp lac ed

F am ilie s

D isp lac e d P e rs o n s D ea th s M i ssing

In W elfa re

C en te rs

W ith R elativ es

a n d F ri en d s

T o ta l

N o r th e rn
J a ffn a 13 ,6 5 2 12 ,6 3 1 1 6 ,3 9 4 2 4 ,1 1 6 4 0 ,5 10 2 , 6 4 0 5 4 0

K illin o ch c hi 2 ,2 9 3 3 18 3 0 5 1 ,2 9 8 1 ,6 0 3 5 6 0 1

M u ll a itiv u 6 , 0 0 7 1 1,9 9 3 1 0 , 56 4 2 2 , 5 5 7 3 ,0 0 0 5 5 8

E a ste rn
T rin c o m a lee 2 7, 7 4 6 2 5 ,4 7 2 7 1,9 0 4 9 7 ,3 7 6 1 ,0 7 8 3 3 7

B a ttic alo a 6 3 ,7 1 7 12 ,4 9 4 3 8 , 57 4 3 1 ,3 4 5 6 9 ,9 19 2 , 83 6 1 ,0 2 7

A m p a ra 3 8 ,6 2 4 8 7 ,7 0 7 8 7 ,7 0 7 1 0 ,4 3 6 8 2 2

S o u th e rn
H a m b a n to ta 1 6 ,9 9 4 3 ,3 3 4 1 ,6 3 8 17 ,16 8 1 8 ,8 0 6 4 ,5 0 0 9 6 3

M a ta ra 2 0 ,6 7 5 3 ,5 9 1 5 ,6 5 5 9 ,2 54 14 ,9 0 9 1,3 4 2 6 13

G a lle 2 3 , 17 4 1 ,7 2 0 6 . 0 92 6 ,0 9 2 4 ,2 14 5 54

W e ste rn
K a lu ta ra 6 ,0 6 4 6 ,10 5 5 ,1 7 6 1 8 ,4 8 9 2 3 ,6 6 5 2 3 0 1 3 0

C o lo m b o 9 , 6 4 7 5 ,2 9 0 8 ,0 1 5 2 4 ,4 0 3 3 2 ,4 18 7 6 12

G a m p ah a 6 ,8 2 7 5 ,2 5 8 9 1 1 2 0 , 4 4 3 2 1,3 5 4 6 5

N o rth W e stern P u ttla m 2 3 2 1 18 5 6 6 5 6 6 4 3

T ota l 2 0 1 ,8 9 9 8 4 ,6 1 2 2 0 8 ,4 9 8 2 2 8 ,9 84 4 3 7 ,4 8 2 3 0 , 9 2 2 5 ,5 6 5

Note: These丘gures are tentative and presented here as reported by血e respective Dis廿ict Secretaries

Displaced Persons refer to People who are in the IDP camps and or staying with relative-s and friend's houses
Source: District Secretaries

被災者は,東部州のアンバラ県,南部州のハンバントタ県で多く,北部州のムラテイ



ブ県でも死者が3000人を越えたとされている。

津波による倒壊家屋は、全壊が合計78，126、半壊が合計40，S41であり、家または家族

を失った避難民は合計437，4＄2人に上る。うち208，49S人が避難キャンプまたは福祉

施設（WelfareCenter）での生活を余儀なくされている。

倒壊家屋、難民キャンプの分布（2005年1月18日現在）

P rov in ce D istrict D a m a ged H o u ses N o . of

C am p sC o m p letely P artia lly

N orth ern
Jaffna 6 , 0 84 1 ,1 1 4 2 4

K illin o ch ch i 1,2 5 0 4 ,2 5 0 2

M ullaitiv u 3 ,4 0 0 6 0 0 2 3

E a stern
T rin co m a lee 5 ,9 7 4 10 ,3 9 4 4 7

B attica lo a 15 .9 3 9 5 ,6 6 5 5 0

A m p a ra 2 9,0 7 7 7 3

S ou the rn
H am b an tota 2 ,3 0 3 1 .7 4 4 8

M a tara 2 , 3 6 2 5 ,6 5 9 3 3

G alle 5 ,5 2 5 5 ,9 6 6 4 8

W estern
K alu ta ra 2 ,5 7 2 2 ,9 3 0 2 8

C o lo m b o 3 ,32 5 2 ,1 4 0 2 9

G am p a ha 2 9 2 3 0 7 2

N o rth W estern P u ttla m 2 3 7 2 3

T otal 7 8, 12 6 4 0 ,8 4 1 3 7 0

Note: These figures are tentative and presented here as reported by the respective District Secretaries
Displaced Persons refer to People who are in the IDP camps and or staying with relative's and friend's houses
Source: District Secretaries

2．4　　農業セクターにおける被害状況

2．4．1　農業潅漑セクターの被害概況

農業・潅漑セクターの被害状況に関する取りまとめは、他セクター同様に大統領府が

行っている。2005年1月12日に農業畜産土地濯漑省が取りまとめた国営潅漑スキー

ムに関する被害状況は、農業サービスセンター等の損害としてS件23．4百万ルピー、

獣医事務所の損害（畜産局）の損害として5件23百万ルピー、濯漑排水施設、濯漑

排水事務所等の損害として31件64．5百万ルピー、普及施設等の損害として4件4．5

百万ルピーの被害が報告されている。

また、農業畜産土地潅漑省の報告によれば、津波による農作物被害は、国内の国営農

場全体で、稲2，590ha、畑2，158ha、野菜616ha、果樹147haと報告されている。被

害総額は、2億ルピー程度である。
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農作物の被害状況（2005年1月11日現在）

D istrict P addy O F C V egetab le F ruits

K alutara 2 10

G alle 148 4 1 4

M atara 153
H am ban tota 300
T rincom alee 60 L 75Q 400

B atticaloa 4 1 84 133

A m oara 1 .405 200
Jafl ha 250 100 173
M ulativ u 233 24

T otal 2 ,590 2,158 6 16 147

OFC: 0血er Field Crop;Maize, Soybean, Potato, Q血on, Chilli, etc

出典:農業畜産土地港淑省

畜産被害状況（2005年1月11日現在）

D istri ct P ou ltry C att le G oats

C o lom b o

K alu tara

G alle

M ata ra

H am bantota 100 100

A m p ara 2 9,520 3 ,420 1,1 10

B atti calo a 1 7,2 90 4 25 4 39

Trin com alee 5,7 60 2 75 2 40

K ilinochch i 100

M u latti vu 9,100 2 ,0 50 950

Jaff n a 1 ,2 30 2 90 150

Total 62 ,900 6 ,560 3,089

出典：農業畜産土地潅漑省

2．4．2　ハンバントタ県における被害状況

調査団は、1月13日～14日にかけて、アンバラントタ地区の被害を受けた農地を調

査した。被害地域は150エーカー（60ha）の水田で、播種後ト1．5ヶ月齢の稲が海水

により湛水した。海水は場所によって異なるが、津波によってト2回程度湛水し、湛

水深は平均でト1．5mであった。淡水時間は10～15分程度である。淡水により、ト1．5

カ月齢の稲は枯死した。この様な海水湛水被害地区では、潅漑用水が入手可能なとこ

ろでは、再度耕起すると共に海水を洗い流している。そして、その後再度代掻き、種

子蒔きが開始されているところも見受けられた。本地区の平均単位収量は3～3．5ton／．ha

であり、海水湛水被害後の農地でどの程度収量に影響が出るのか今後も調査する必要
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であろう。

現地調査を行っていたNGO（GOAL、アイルランド）の話では、被害を受けた農民は

2度目の作付けを試みているものの、種子・肥料などの農業インプットの負担が大き

いことから、全ての農家で再度栽培を行える可能性は低いとのことであった。

この地区では濯漑水路および付帯構造物、分水施設などの被害は少なく、通水に関し

ても問題は見受けられなかった。排水路に関しては、もともとが低平地であり、従来

排水不良を抱える地域であるが、今回の津波により特に状況が悪化した地区は見られ

なかった。

また、海岸沿いの榔子を除くほとんどの樹木が引渡により、海岸側へ倒れていること

がこの地域の特徴であるといえる。一方、同様の規模の津波を受けた東部地域では、

後背地にラグーンを抱えるため、津波がラグーンで拡散し、大きな引波は起こらなか

ったと考えられる。

2．4．3　アンバラ県における被害状況

（1）津波による直接的被害

アンバラ県は上述の通り、被災家族は3S，000世帯、死亡者は1万人、国内避難民は

87，000人を越えている。スリランカ国内で最も津波被害を受けた地域であり、海岸線

沿いの農村集落および生活基盤の被害は甚大である。更にアンバラ県にRD工事務所に

よれば、津波発生から5日後の2004年12月31日に、記録的な豪雨（350mmノd町）が

あったと報告されている。この雨量はアンバラm工事務所に保管されている1981年

からのデータを解析した結果、12月31日の豪雨は100～150年確立雨量に匹敵するも

のであった。アンバラ県の農業・潅漑セクターへの被害は、津波とこの豪雨による二

次災害とが重なり増大した。

農業セクターへの直接的な津波被害として挙げられるのが、海水が農地に侵入したこ

とによる塩害、土砂や流木、木根などの堆積、津波による排水路構造物の崩壊、また

農地を守る防御堤の崩壊等である。調査団は、アンバラ県南部PlanchvetiyaK山amス

キームを視察し、津波による海水の混入で、播種後2．5～3．ケ月齢の稲、約50acsが枯

死した状況を確認した（Plan血vetiyaK山amスキームはR鵬aK山amの下流に位置し、

約100エーカーの水田を港漑し、被害を受けた農地は海岸約300mに位置している）。

海岸から津波により運ばれた流木、木根など、農地への混入が見られた。水田の水の

電気伝導度（EC）を簡易的に測定したところ、3．OdS／cmであった。

また、Kalununai市南部のGalOyaスキームのVbdduvikkal排水路（Cheddiyaraddai地

区）では、津波が排水路を逆流し、海砂が農地に堆積した。砂の堆積は約1haにおよ

び、その他流木、木根の散乱していた。被災した農地は海岸線から約1km内陸に位置

していた。また同じくGalOyaスキームの下流MintavurDivision5地区（海岸線から
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約100～500m）でも、海水により枯死した稲作農地が確認できた。

降雨強度の記録（19糾－2004）

（IrrjgationEngiJ）eer，sOmceAmpara）

Y ea r M ax irnu m R 由 n Lall a d ay （m m ） D a te of O ccu rren ce

19 8 1 2 2 S ．6 16 ／12 ／1 9 8 1

19 8 2 10 9 ．7 17 ／1 2／1 9 8 2

19 8 3 15 2 ．9 2 0 ／12／1 9 8 3

19 84 2 18 ．7 0 3 ／0 2／1 9 84

19 8 5 10 8 ．4 0 2 ／1 1／1 9 8 5

19 S6 16 l．3 O S ／0 1／1 9 S6

19 8 7 8 8 ．8 0 8 ／0 2 ／1 9 ＄7

19 8 8 7 2 ．1 2 0 ／12 ／1 9 8 ＄

19 8 9 18 7 ．1 14 ／0 1／1 9 8 9

19 90 15 0 ．5 0 4 ／0 1／1 9 90

19 9 1 13 4 ．8 12 ／12 ／1 9 9 1

199 2 14 2 ．2 ． 13 ／12 ／1 99 2

19 9 3 10 0 ．8 2 6 ／12 ／1 99 3

19 9 4 12 9 ．5 0 9 ／0 1／19 9 4

199 5 5 0 ．0 10 ／0 1／19 9 5

19 9 6 10 S ，2 2 ＄／1 1／19 9 6

19 9 7 8 8 ．8 2 8 ／0 2 ／19 9 7

19 9 8 6 4 ．0 0 7 ／0 1／19 9 8

19 9 9 1 2 7 ．0 0 3 ／0 1／19 9 9

2 0 0 0 2 0 0 ．8 17 ／1 1／2 0 0 0

2 0 0 1 1 3 4 ．8 0 1／0 2 ／2 0 0 1

2 0 0 2 ＄3 ．8 0 1／0 1／2 0 0 2

2 0 0 3 1 3 7 ．1 14 ／1 1／2 0 0 3

；二三：；：2 軸 4 ：；：‡：； ：；：；：≡3 5 仇 5 ：‡二三：‡： ‡：；：；：3 1丑 之伽 由 ；二三：‡：‡

濯漑排水構造物としては、Ⅵ記dllYikkal排水路上の橋（排水路幅約15m）が津波により

崩壊し、MaligaikaduとKalativuの両村が分断されたままとなっている。また、護岸構

図物の崩壊も見受けられた。

加えて潅漑事務所の被害も甚大である。アンバラの土地潅漑省潅漑局の県事務所

（mI）が持っAmpara、Po血涙1、Kalu皿Onai、A比鵬pa伽の4つの潅漑事務所のうち、

海岸沿いのPo仕udl、Kalnmomaiが被災した。両事務所はいずれも海岸から500m程度

のところに位置する。Po仕uvil事務所は、一部屋が土砂の洗掘によって完全に破壊さ

れ、倉庫も使用できない状態である。事務所脇に設置された浅井戸は、以前は飲料用

として使用していたが、津波により塩分濃度が上昇したため、現在では使用できなく

なっている。井戸水の電気伝導度は河川の河口付近の汽水域とほぼ同程度であった。

Po杭u扇1潅漑事務所周辺は100世帯の集落であったが、全壊しなかったのは同事務所

を含む数世帯のみであった。

Kalu皿u皿aiの潅漑事務所も同様に津波の被害を受けた。周辺地域には1500世帯が居住

していたが、被災を免れたのは100名程度であった。Kalumm元の濯漑事務所の外壁

には床から約1mの高さに津波の痕跡が確認できた。津波の影響で、事務所保有のロ
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ーリー、トラクター、4WDの車両各1台ずつが流失したとのことである。また、両

事務所とも潅漑スキームの図面および土地台帳等も流失した。Kalumunai潅漑事務所

は、現在職員用の宿舎でかろうじて業務を継続している。潅漑事務所では2台のトラ

クターと2台のトラクターショベルを県よりレンタルし、周辺の復旧作業（クリアリ

ング）を行っている。

く2）津波と豪雨よる複合的な被害

津波とその後の豪雨による複合的な被害として、津波の影響でラグーンと外海とを接

続する排水路などが、砂や流木、木根などの堆積によって閉塞され、12月31日の豪

雨による上流域からの排水を速やかに外海に排除できずに、水路、農地、頭首工、農

道が被害を受けた。アンバラ県では、KomariKalapuラグーンで1箇所、PeriyaKalapuwa

ラグーンで2箇所河口閉塞が見られ、上流での豪雨の被害を助長させた。潅漑局の話

では、3箇所とも31日の豪雨後、建設機械を用いて堆積した砂や流木、木根を一部撤

去したとのことである。

豪雨による被害を確認するため、1ゐ訂野a血頭首工と、K訂adK血amを視察した。

1ゐerayadi頭首工は、Ga10yaのRiverSectionに位置し、Kdumunaiの潅漑事務所が管

理している。濯漑面積は18，020acsである。ヽもerayadi頭首工は昨年以前に崩壊し、昨

年末まで矢板による仮設頭首工を用いて取水していたが、昨年末の豪雨により仮設頭

首工が崩壊し、現在では合計3箇所の取水口から取水できない状況にある。堰幅は約

30mで改修総額は72．S百万ルピーと試算されている。

Karadタンクはkakkamamタンクの下流に位置するため池で、潅漑面積は600acsであ

る。豪雨により上流側で洪水が発生し、31日の深夜に堤体が決壊したとのことである。

決壊幅は約20m～30mである。洪水吐は右岸側に設置され、老朽化が激しい。

RDIアンバラ管轄濯漑スキームの潅漑・農業被害状況（1月16日時点）

管轄潅漑事務所 項目 被災金額 （百万ル ピー）

K alum 皿由 農地防御堤 ・農道 16．23

頭 首工 ・橋 92．00

建 物 ・車両 2 3．12

A kkard pa血 農 地 ・潅漑施設 4（；．27

p o血 l 建 物 7．90

潅 漑水路 10．00

合計 195．52
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2．4．4　パティカロア県における被害状況

バテイカロア県における津波および豪雨による農地・潅漑排水施設の被災状況は、主

にバテイカロアのmI事務所からの聞き取りにより確認した。パティカロア県のm工

事務所は海岸より1km内陸側に位置しており、津波により直接被害を受けた。事務所

の外壁には地面から約2mの位置に津波の痕跡が残されている。周辺で唯一の2階建

ての建物であるため、津波後は周辺より避難民が事務所に押し寄せたとのことである。

事務所内での死者は無かったが、建物、機材ならびに濯漑スキームの図面および土地

台帳等が被害を受けた。

パティカロア事務所の被災額（1月17日時点）

S .N o D e sc ri p ti o n A m o u n t

0 1. O ffi ce B u ild in g s 1 5 0 ,00 0 .0 0

0 2 . O f fice fu rn itu re 2 5 0 ,00 0 .0 0

0 3 . O IN o c o m p u ter , m o n itor an d p rin ter w ith a cc e ss orie s 0 1 1 ,5 0 0 ,0 0 0 .0 0

N o p h o to co p ie r, 0 4 N o s ty p e w r ite r, 0 2 N o s A C , 0 1 N o

T h eo d o lite , 0 1 N o le v e lin g in stru m en t a n d a cc e s so rie s .

0 4 . D e p a rtm e n t q u arte rs 0 8 N or . @ 2 0 0 ,0 0 0 .0 0 1,6 0 0 ,0 0 0 . 0 0

0 5 . R D Fs q u art ers (fu n ction in g a s C .B ) 2 5 0 ,00 0 .0 0

0 6 . C o m p lete p ip e lin in g in clu d in g w a te r p u m p s 1 5 0 ,00 0 .0 0

0 7 . D e p a rtm e n t v eh ic le 0 3 N o s @ 2 0 0 ,0 0 0 .0 0 6 0 0 ,00 0 .0 0

0 8 . O ffi ce statio n e rie s 1 0 0 ,00 0 .0 0

0 9 . B arb e d w ire fe n c in g aro u n d 0 8 N o s q u arters 6 0 0 ,0 0 0 .0 0

10 . B o un d ary w a ll 1,6 0 0 ,0 0 0 .0 0

T o tal 6 ,8 0 0 ,0 0 0 .0 0

RDIパティカロア管轄濯漑スキームの潅漑・農業被害状況（1月17日時点）

N o . D i scri pti o n R s .(M i lli o n )

0 1 . R e p air co st o f R D l o ffi c e b u ild in g , fu rn iture , 8 .0

o ffice e qu ip m en t, 0 8 N o s q u ar te rs, v e h ic le s etc .

0 2 . R e p air co st o f Irr ig atio n s ch e m e s b y h ea vy

fl o o d s .

0 1. N av a k iri sc h e m e 5 .0

0 2 . T h u m p an k ern y sch em e 1.0

0 3 . U n n ich ch ai sch e m e 5 .0

0 4 . R u g am sch e m e 5 .0

O S . V a h an eri sch em e 5 .0

0 6 . K a d d u m u riv u s ch e m e l l.0

0 7 . K itu lw e w a 3 .0

0 8 . P u n a n ai an icu t sch em e 3 .0

0 9 . W e lig a lia k a n d iy a S c h em e 2 .0

�"
4 0 .0

0 3 . R e co n stru ction o f u n it o ffi ce b u ild in g s a t

1 2 .0P alay a d iv ed d ai, V ah a n er i, K a d d u m u riv u ,

K itu lw ew a , W e lig ah a k a n d iy a , W a d am u n a i

sc h em e s.

T o ta l 6 0 .O M
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2．4．5　トリンコマレ県における被害状況

トリンコマレmI事務所によりmIトリンコマレ管轄潅漑スキームの潅漑・農業被

災状況の聞き取り調査を行った。調査結果は以下にまとめる通りである。トリンコマ

レ県においても、津波と豪雨とによる複合的な被害が見られた。

RDlトリンコマレ管轄潅漑スキームの潅漑・農業被害状況（1月19日時点）

D iv ision Sch em e N am e of C M & L o catio n N a tu re of Im pts E stim ated C ost S ub T ota l M ain T o tal

R s L L

M u lthu r A llai E x tensio n M ah av eli F lood B un d fr o m 4 15 0m B re ac h F illin g &

8 ,0 00 , 0 00S ch em e to 6 10 0 m 'R aisin g

M ulthu r A llai E x tension

S ch em e

D 1 2 o ff L B m ain ch an n el from 20 m

to 3 5 0a m

R ehab ilitation
2 , 0 00 ,0 00 !

M ulthu r A llai E x tensio n

S ch em e

D l l o ff L .B m ain ch an nel fr om 8m

to 9 0 0m

R eha bilitation

5 00 ,0 00

M ulthu r A llai E x tensio n

S ch em e

D l O o ff L .B m ain c ha nnel fr om 1 10 m

to 7 1 0m

R ehab ilitation

500 , 0 00

M u lthu r A llai E x tensio n

S ch em e

L B m a in ch ann el fr om 13 60 0 to

1 57 5 0m

R ehab ilita ti o n

1 ,00 0 ,00 0

M u lthu r A llai E x tension

S ch em e

D 9 off L .B m ain ch ann el fr o m 2 00 m

to 56 5m

R ehab ilitation

500 , 0 00

M ulthu r A llai E x tensio n

S ch em e

D 13 o ff L .B m ain c ha nnel fr om

4 7 4 8m to 4 9 50 m

R ehab ilita tion

50 0 ,0 0 0

¥m m ¥

M u lth u r A llai E xtension

S ch em e

K iran k ula m B u n d, A cce ss

ro ad & IF F 8, 00 0, 00 0 2 1, 0 0 0, 0 00

K antale K a ntale N ew P itch cha w eli D r .C hl at 0 .O m R eh ab ilitati on 5 00 ,00 0

K a ntale K a ntale N ew P itch cha w eli D r. C M at

3 55 0m & 4 555 m

R eh ab ilitation

1, 1 50,00 0

K antale K antale N ew P itch cha w eli D r.C M at 59 00 m R eh ab ilitation 30 0 ,00 0

K a ntale K a ntale O ld P itch cb aw eli D r. C h l fr om

1 50 0m to 3 8 00 m

R eh ab ilitation

95 , 00 0

K a ntale K a ntale P eenk an u dach ch an D r. C hl fr om

1 10 0 m to 52 00 m

R eh ab itation

12 0 ,00 0

K a ntale K a ntale K usu m b aka da D r. C h i fr om O m to

73 0 m

R ehab ita tion
1 1 5,00 0

K antale K a ntale N ew P itch aw eli D r. C M b u n d ro ad

fr o m 0 to 7 00 0m & S p ill cu m C au se

w a y

R ehab ilitation

2 ,20 0, 00 0

K a ntale K a nlale O ld P itch aw eli D r.C h) b un d road

fr o m 0 to 4 0 0 0m

R eh ab ilitatio n

40 0 ,0 0 0

K a ntale K a ntale P eeng an u dach ch an an i D r . C hi

b u nd ro ad fr om 0 to 6 5 00 m & Sp ill

cu m C au sew ay

R eh ab ilitatio n

1 ,30 0, 0 00

K a ntale K a ntale K usu m b a ka da D r. C h i fr om O m to

fr o m 0 to 73 0 m

R eh ab ilitation

1 0 0 ,0 0 0 6 ,2 80 , 0 0 0 27 ,2 80 , 00 0

調査団は1月1各日にニラベリ地区を視察し津波による畑作物の被害状況の把握に努

めた。ニラベリ地区の畑作物は通常井戸潅漑で、各農家が0penDugWell（掘抜き井

戸）を保有し、ポンプにて水を汲み上げ農地に濯漑している。井戸の深さはおよそ6m

である。ニラベリ地区の標高が低い海岸沿いの農地では、海水が湛水したことにより、

農作物が枯死するといった被害が見られた。また、潅漑用のOpenDugⅥ旭1に海水が

混入し、塩分濃度の上昇している井戸も見られた。簡易的に計測した電気伝導度を比

較すると、海水が被った井戸では、5．12dSんmと高い数値を示し、海岸沿いで海水の

海水が被っていない井戸水は、0．＄2dSんmと被災した井戸の1／6以下の数値を示して

いた。また別村では、海水が混入した井戸と、混入していない井戸を比較したところ、
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前者が3．30dS／cmであったのに対し、後者は0．77dS／cmであった。また、海水混入後

4回水を汲み上げ、井戸水の浄化を試みた井戸では、1．30dS／cmであった。

2．4．6　ケラニ防潮水門被害状況

ケラニ洪水防御スキーム（KelaniGangaFloodProtectionScheme）は、コロンボ市の北

部を流れるケラニ川に堤防を築き、周辺の農地および住宅を洪水から守るため1930

年代に作られたもので、現在は農業畜産土地潅漑省潅漑局により管理されている。

市内からケラニ川に流れ込む排水路出口には、防潮水門（幅3mx高5．7mx2扉）が

設置されており、ゲートは招戸式で外潮位が上がり市内側へ流れが向くと、ゲートが

自動的に閉まる構造となっている。津波発生時にも、津波による急激なケラニ川水位

の上昇により、防潮水門は急閉し、破損音が発生したとのことである。添付に聞き取

り調査を基にした津波発生時に防潮水門地点のおける水位変化を示す。水位記録によ

ると、津波が到着した午前10時から午後6時まで、回折、反射波などによる、大き

な水位変動が起こったことがわかる。

現地でゲートを管理するエンジニアリングアシスタントによると、津波により、海砂

が上流に運ばれ、防潮水門付近に堆積し、波藻などの処置が必要であるとのことであ

った。また、ケラニ川に沿って現在約3．5mの洪水防御堤防が設置されているが、防

御堤の高さを更に約2．5m上げる必要があるとしている。

ケラニ川には矢板護岸工が施されているが、その一部が津波により崩壊したとのこと

であった。調査した河口から6．5kmの地点にある護岸工は、長さ約10mにわたり、川

側に座屈していた。

15



第3章　総合所見

今回の調査で確認された被災状況とその対応について所見をまとめる。被害は主に面

的な農地被害と点的な施設被害、またその原因は津波単独のものと津波と豪雨の双方

が影響して起こった被災とに分けられる。

対応策については緊急的なものと中長期的に取り組むべきものとに整理した。

短期支援

●　緊急復旧用の建設機材の提供

（建設機械の供与に関しては、機械公社（NEMO）へ一括して供与する方向

で検討されている。NEMOはスリランカ国内に29支店と5ワークショップ、

400名のオペレータを有する。）

●　倒壊事務所の建設

●　流失機材の補填

●　塩害対策調査（特に畑作地帯対象に専門家あるいは有識者による短期視察）

中長期支援

●　有償資金協力による潅漑排水施設の修復および改修

●　災害復興セクターローンの捏供　等

既に日本政府は80億円の資金協力をスリランカにコミットし、協力内容に関する検

討が開始されている。協力資金を有効に活用するため、短期的な緊急支援のみならず、

中長期的な農村地域開発を見据えた案件形成が必要であると思われる。
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津波及び洪水被災地区の現況と対応策（素案）

D e s c ri p tio n

T s u n a m i R e la te d D a m a ge s
(D a m a ge d b y T su na m i W a v e &

S u b se qu e nt H ea vy R ain fall/ Flo od )

D a m a ge s b y S u b se q u e nt U rg e n t C o u n te r - M e diu m / L o n g T erm

H e a v y R a in fa ll/ F I○0 d m e a su re s C くju n ter - m e a su re s

G enera lL○cati○nS C○a stal Lowーlying Z one U p per Z o ne

D ate T suna m i○n D ec. 26th & Floo d ○n
D ec J lst

F loo d ○n D ec .3 1st

R em a rks Tく■▲ 力 10 m M avim u mー F7月i∩fa llS fiflm m /Hau in A m nara
D istri ct.
D a m aged t○Fa rm land and

】Infra structu res by F l○od (Farm lan d
d ue t○brea ch ○0 flo od bund etc
(p rotect!○>n d yk e f<○r paddy fie ld

aga inst fl○○*l) and ○∨e rfiα〝fr○m
d ual｢ pu rp ose c anals)

T arget:R em ed ia lw○rfcs till
M ¥M ¥f nf M ar√�"h fnr Y alsiA F7月infall35f)m r¶′

凶 【止｣ D am a ge by Sau lt S ea

W ate r and b y Floo d ente ring m t○
F arm la nd du e to m a卜drainage & back-

w ater c aused by b l○Ck○u t tS and′D eb ris)
by T su nam i

C ro ns

F arm L a n d りチm a由 (ォ 世事 草 ナ

Farm La nd & C rop s C rops & F arm land da m age by S au ft S ea C rop s & Fa rm land da m age by Fl○0d Ⅰn∨estimation for Salt ■
C○vere d w i托h Sea S ault W ate r○r F[○○d W ater e nte ri ng int○pad dy fields due t○ re m○∨al. Leac hing of S au托
W ate r b reac h ○f fb ○d b und (protect!○n by Ra infall& Irrigation an d
(塩水被害〉 dy ke for padd y field aga inst fi○0d) R e-p la nting ○fC rops

S and c○Ve r○v er pa ddy

fields
(砂売人 )

S an d entering b y Tsu∩a m iw ave and by

F■○○d

Sa nd e nte ring by F lood R e m○∨alof sand ●

D ebris s uch as tre e D e bri s such as tree r○○ts enten ng by D e bri s suc h as tree r○○ts e ntering R e m○v alof D eb ris suc h as ■
r○○>ts sc attere d t∩

paddy fi eld (売 木 ､
木根等の流入)

T sun am iw ave an d b y F loo d b y F I○○d tree n甜 tS

鱒 ?千掛 軸 稼 ≡≡m 革 帯 章 0 ,

F -0○d bu nd B re ac h ○r dam age of Ft○○d bund B reac h ○r da m age ○f Flo○d b und U rg ent ea rth filling in I○W 0r H e垣htening○iffl ood bund

(農 地防御堤) b re ache d bund b y sand-b ags and R eta ining W all

R iver m outh & drainage B -○Ck○Lit b y sa nd dep○S托b r○tight by I R C n○w alof sand d ep○$it Im prove m e nt of ri ver m ○uth

outlet i∩ito S ea T su nam iW ave (P artly o○m p lete d w here nec essary (Study is

(河 口閉薬事 ) im m ed iatelv afte rflood ) reauired.ー

S luicew ay G ate & R ive r D a m age ○0 gates re vetm e nt ー T em p○ra ry rep air by sa nd R eplac em e nt ○>f gate s and

and re1∨e tm e nt

,ー二m j ts〉0 S3 10

bag ,etc. re-o○nstruction ○f

revetm e nt
D raina ge C anal

書
S an d de p○S托b y T suna m iW ave, m a t- I R e m○v alof sand d ep os托

h ∩t■

R em○∨atof sand d epo sit.

R econstruction of B ridee(排水路披 ) d rainage
C ollapse d brid ee o∨er D rainage C ana l

w n ere u rg ently n ecessa ry eC○nstructi○れ rJ g

Fa rm Road
(農 道被害 )

D a m age t○farm r○ad D am age t○farm road F illing e arth orp lac ing gra vel

w h ere u rgently n ecessa ry

F…ing earth ○IT placing gravel

A cces s R○ad t○M 司j○r

F ac ilitie s suc h as

nic ut (管理用;首路汝

B reac h′da m age ○>f A ccess R i○ad B reac h/d am age ○if A ccess R○ad F illing e arth w he re urgently

n ecessary

Filling earth ○>r placing grave l

T即ーik B und B reac h′C ut ○>f Ta nk B u nd B rea ch/ C ut of Ta nk B u nd F illing e arth to bre ached 】nc rease the capac ity ○f
(溜 池板書 ) se ction Sp illw i

A nicut(H ead w ork s) C ollapse d/dam aged by F l○○d w ith back- C ollap se d′dam aged by F lood T em p○nary rep air by sa nd R eー¢○in struction ofA nic ut

(-d 昔エ被害) w ate r ca used by T sunam i▼s B loc k○tJt b ag▼etc.

Irrigati○n C a na l 8 rB手e h/C ut due t○○Ve r一爪○w ing B re ach/ C ut d ue t○○ve r-fl○W n g F…ing e arth and repa ir of P r○v isi○n ○if ca na暮SP川W ay ○r
(用 水路故事) structu res w here urgently

ne cessarv

desi托m g w ○rkS

A u ○r-w e ll Sa lt se a w aterintru st○>n int○W e" - D raw i∩g of s alt w ater in w ell D evel叩m e rit of n ew w ater

(農 業用井戸被害 ) ○r 叩 lac em ent t○fresh

w ater

so urce w h ere nec essa ry

O ffi ce B uilding s B uild ing s D am aged/C d lasped ､ ■ O pen ing ○f tem po rary office R epairi ng ○r re c○n structio n
(事 務所被害) D ○cu m ent D am age,

O ffice E quipm e nt D am age,
O & M E quipm e nt (V ehic lesーm ach inery )

d ○iffice b uild ings

W ellfor O ri仙 ing Sa lt s阜a w ater intru si○fi int○w ell - W ate r supply by w ate r ta nk D e∨el叩 m e nt o fn ew w ater

(生 活用水 ) ruck or D raw ing ○if sa lt S○urce w here n○c essary

w ater in w ellfor rep lace m ent

○fresh w ater
R ural V illage R○ad
(集落道)

B reac h/d am age ○if th e n○ad B re ach/ dam age ○if the road R epa ir○f T○a d w he re

u rg ently nec essa ry

R epair of n○ad

n ouse s
(民 家)

D am ag芦d ■ P r○∨iSi○n ○f te nt ○r tep○ra ry

no uses

R e-b uilding h○use s
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添付資料－1

調査団日程及び面談者リスト

津波被災地帯における農業・農村復興支援調査

調査行程

日順 年 月 日 曜 日 出発地 到着 地 宿泊地 調査 内容

1 平成 17 年0 1月 12 日 水 東 京 コロンボ 機 中 移動 （関 ・岡 田）

2 平成 17 年0 1月 13 日 木 コロンボ コロンボにて情報 収集 潅漑局 平岩専 門

家 川 口専門家 と打合せ

3 平成 17年 01月 14 日 金 コロンボ ハンバント エンビリピティヤ　コロンボ 移動 ・ハ ンバントタ周 辺被 災状況調査 （関・

岡田）

成 田→ コロンボ （山 岡）

4 平成 17年0 1月 15 日 土 エンビリピティヤ　コロンボ ハンバントタ周 辺被 災状況調 査 （関 ・岡 田）

コロンボ→ハンバントタ（山岡）

ハンバントタ→ コロンボ （岡 田）

5 平成 17 年0 1月 16 日 日 ハンソベント アンバ ラ アンバラ 調査結 果取りまとめ （岡 田）

アンバラへ移動 ・被 災状 況調査 （関・山岡）

6 平成 17年 0 1月 17 日 月 アンパラ コロンボ→成 田 （岡 田）

アン′くラ被災状況 調査 （関 ・山岡）

7 平成 17 年0 1月 18 日 火 トリンコマレ アンバラ・パティカロア被 災状況調査

トリンコマレへ移 動 （関・山岡）

8 平成 17年 0 1月 19 日 水 トリンコマレ コロンボ トリンコマレ トリンコマレ被 災状況調 査 （関 ・山岡）

9 平成 17年 0 1月20 日 木 コロンボ コロンボへ移動

ケラニ洪水 防御 スキーム視察 （関・山岡）

10 平成 17年 0 1月 21 日 金 機 中 大使館 説明

調査結果 の取りまとめ（関 ・山岡）

11 平成 17 年0 1月 22 日 土 コロンボ 東 京 コロンボ→成 田 （関 ・山岡）

添付ト1



添付資料－1
調査団日程及び面談者リスト

面談者リスト

1　日本大使館

2　国際協力機構

3　独立行政法人　農業工学研究所

一等書記官

専門家

専門家

水工部

河海工水理研究室

農地整備部

畑整備研究室

岩下　幸司

平岩　昌彦

川口　正紀

桐　博英

上田　達己

5 International Water ManagementInstitute

6 Ministry of Agriculture, Livestock, Land &

Irrigation

7 Mahaweli Authority ofSri Lanka

Principal Researcher

Deputy Minister

Director General of Irrigation

Director of Irrigation

Chief Irrigation Engineer
Irrigation Department Colombo
Regional Director of Irrigation
Ampara
Chief Engineer of RDI Ampara

Irrigation Engineer Pottuvil

Irrigation Engineer Akkaripattu

Irrigation Engineer Kalmunai

Regional Director of Irrigation

Batticaloa
Regional Director of Irrigation

Trincomalee
Irrigation Engineer Muthur

Engineering Assistant Kelani
Ganga Flood Protection
Scheme
Director Special Projects &
Secretariat

Naoya Fujimoto

Bimal Ratnayeke

K.S.R. de Silva

B.M.S. Samarasekera

R. Jayawardana

R. G.Wickramaratne

S. L. Mohamed Aliyar

A. K. A. Jabbar

S. M. B. M. Azhar

A. L. Jahurar

K.Paskaradas

S. Shanmugasivananthan

K. Sivasubiramavcyam

B.L. Ariyasinghe

M.Ravi Fernando
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調査団員並びに経歴

調査団員並びに経歴

関　　　好　昭和28年1月20日生

昭和53年3月東京教育大学大学院農学研究科農業工学修了

昭和53年4月日本工営（株）入社

現在　日本工営㈱　地方整備部

岡田　恒司　　昭和24年7月9日生

昭和49年3月岩手大学大学院農学研究科農業工学専攻修了

昭和49年4月　日本工営（株）入社

現在　日本工営㈱　農業開発部

山岡　茂樹．昭和47年12月09日生

平成8年3月　九州大学農学部農業工学科卒業

平成8年4月　日本工営（株）入社

現在　日本工営㈱　地方整備部
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農業・港概施設被害状況写真

PhotosonAgricultureandbTigationDamagesbyT加namiandFloodDisaster

東部州（アン八。ラ県、八一ティ如ア県、トリンコマレ県）

EasternProvince（Ampara，Batticaloa，Trincomalee）

砂が堆積した農地（アン八。 ラ県）

Sandcoveroverpaddy鮎1d（Ampara）

海水によ り被害を受けた畑地（川ンコマレ県）
UplandCropsdamagedbyseawater（TriJICOm山ee）

llreachednoodbund（Trincomalee）

添付3－1

砂・木々が堆積した農地（アン八。ラ県）

Sandanddebriscoverovcrpaddy鮎Id（A叩ara）

Paddy屯elddam且gedbyseawater（Ampara）

決壊した洪水防御壕（アンげラ県）

Breachednoodbund（Ampara）
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農業・潅漑施設被害状況写真

PhotosonAgricultureandhigationDamagesby恥unamiandFloodDisaster

東部州（アンげラ県、ハ．ティ加ア県、トリンコマレ県）

EasternPfovince（Ampara，Batticaloa，Thncomalee）

河川の河口閉塞の状況（アン八。ラ県）

BlockoutbysAndatriYermOuth（＾mpara）

Darrugedbridgeoverdrainagecanal（Ampara）

貯水池堤防の被害状況（アンげラ県）
Breachedtankbund（Ampara）

添付31

排水路の土砂堆積状況 けン八。ラ県）

Sa皿dsedimcntationindrains（AJnPara）

農道の被害状況 （トリンコマレ県）
Damagedhrmroad（Tdncomelee）

Damagedheadworks（Ampara）
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農業・潅漑施設被害状況写真

PhotosonAgrieu）tureandhTigationDamagesby了知namiandFloodDisaster

東部州（アンげラ県、八一ティ如ア県、トリンコマレ県）

EastemProvince（Ampara，Batticaloa，Thncomalee）

水路の被害状況（アンげラ県）
DaⅡ姐gedirrigationcanal（A叩訂a）

潅漑局事務所の被害状況（〝ティ加ア県）
Co山apseofoLficebddingfolirrigationdepartment

（Battic山oa）

潅漑事務所の被害状況（アン八。ラ県）

CouapseofofncebuiJdingforirrigationdepartment
（Amparal

添付3－3

Saltwaterinclusion10agrOづ〝eIJ（TriJICOm山ee）

港漑局事務所の被害状況（八’ティ加ア県）

CoujlPSeOfo餌cebuildingbrimga（iondepaTttnent
（Baぬc山oa）

港概事務所の被害状況（アン八。ラ県）

CoⅡapseofo鍋ccbuildingfbrinigationdepartment
（Ampara）
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農業・潅概施設被害状況写真

PhotosonAgricultureandhTigationDamagesbyT加namiandFloodDisaster

東部州（アン八。ラ県、八ナチイ加ア県、トリンコマレ県）

EasterTIProvince（Ampara，Batticaloa，Ttincomalee）

Collap8eOfhou9e8（Ampara）

Clearingofdamagedarea（Ampara）

飲料水用井戸の被害（アンハ。ラ県）
津波の直前にげ付げ発生。帯水層への海水混入

の可能性大

Da皿ageOfdrinkingwell仏mpara）

添付3ヰ

民家の被災（アンげラ県）
Couap8eOrbuuses（AmpaTa）

被災者の避難所（アンげラ県）

Re鮎geeeamp（Ampara）

壁丘iェ　　　　．．」′

橋梁の倒壊（アンげラ県）
DamageofBridge仏mpafa）

n-shioziri
長方形

n-shioziri
長方形

n-shioziri
長方形
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農業・樫概施設被害状況写真

PhotosonÅgricultureandlrTigationDamagesbyl加namiandFIoodDisaster

南部州およびコロンボ県

SouthernProvinceandCoIomboDistrict

塩水宮地区（八ン八‘ントタ県）

Seaswateriれ打usiontotbepaddyneld（HanⅥantOla）

塩水害地区（ハンハ．ントタ県）

SeaswateriJ）truSiontothepaddyfield（HarrnaJltOta）

ラシ’ァげ一卜付け替えて事　ケラニ洪水防御事業（コ

ロンボ県）

RadialgatefbrKclaninoodprotectionscheme
（Colombo）

添付3－5

Deadpaddybyseawater（HaJmantOta）

ケラニ洪水防御事業排水路（コロンボ県）
DrainagccanaJforKelanindprotec（ionscheme

rColombo）

護岸工ケラニ洪水防御事業（コロンボ県）

RiverproteetionfbrKelan川00dprotectionscheme
IColombo）
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東部州豪雨の確率計算
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